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難病連事業係へ

二.クー



再不貧会会員名簿

氏　　名 -'Ｔ 住　　　　　　所 TE L 備考

三好　隆志 会長

敦川　弘臣 副会長

矢野　　肇 幹事

佐藤　篤由 幹事

小野　栄一

小川　　巌

川口　　進 幹事

宵塚　峰子

新谷　詔一 聡子

黒沢　雄三 千秋

野村　幸子

鈴木　三枝子

本田　精造

松本　政子

本田　　勝

丸山　得右

佐藤　信子 健二

藤田　　茂 曜子

桜庭　繁子

一cμ／一



氏　名 一丁 住　　　　　　　所 TE L 備考

久保田喜代子

宮原　栄子

工藤　敏子

伊藤　清彦

大坂　雅子

佐々太　進 勇

前原　正美

梶野　フミ

橋本　松代

岩淵　論美

谷口　国子

児玉　ハル

横谷　君江

正田　　助 百樹

中川　好明

菅野　イクノ

坪田　和子

加藤　きよ

水根　米蔵 光邦

西谷　善治

- 。ﾝ｡7－
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氏　　名
-

‾「

住　　　　　　所 TE L 備考
高松　好子

熊沢　シズェ

清水　正則

中島　勝年
秀影

美濃　康幸

武田　裕見子

畠山　とら子

杉本　　弘
※

牧野　敏江

干葉　円治

秋森　新二
美佳

大野　　明
大輔

山本　信育

宮崎　良一

久保　昭仁

太田　　昭

町
大野　五百子

中村　正信

錨レ
津森　悦子

※

　

血小板減少性紫斑病
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ｿk重言入・１柏レム

　　

塵。圭乱着髭辛労４ル萄づ、・・

右岸にトて

　

爆丿働つ九でぷツ才ろ、
広寸ず頑ぢ千１‥冷傷‰多ケにヤいおこ大
子記ｚイ]麿へ島かに丁うｗヤシ壮い象ぼ胚

口辰さ堂.1

捉遥土石碓舷灯

　

ず嶮が、匹ｃ乏尨

窓高乱ク／・り口火疹号

　

ご匹一に幻
七厖ソら｡

身玄禾良け兪良ぞ牡皐浪

シじピﾗフ

冷蜂八象糸，ﾉか沁い虻ん。１,手許に謳い

・
一

－｜

斗47ヽ'｀づ¨乞

　

ヽ快咋ズレ同腸９尚゛イ恥謳七トｅ

仁勿幸抑宣でげ七つ巳言恭幸辨官でμ二っｇ夕乱茫。

燧っＵづ､Ｊ匁すんrJμ冲ｔ翁rべ巾5ズうヽ証し
八､、．

　　

八ヨヘ凛ﾉかjず嶮ヤ乃づシ以舅学

　

；

以.一口

　　

．必見

　

、、．ぼ7_.．／ld

　

..､．七一見ｊら夕..､.白面仏果、ヽづ牝､七八s見ペゴ月。ヽら４高遠頑釦･･真叟

巨尨わ石贈四日もか吋､巧。号令ダ･４影7丿氷見と

グ1二衣寺

　

そ八時舅恥衣､ずにｊしう。孤メ斥､にに幄麿

Ｇ人でもバ誤卜べ万レ才ろ。看うん

　

之八寸淑か

才い乙つぱｔ

　

引岳しづシヘ。

－。きター



．－

Ｉず・

５。

紬糸
再言ヌ自ぽ食血急感言と族砿ト

ノ

　

／

　

／
す子

ひ才おリ /４ｊ

　

倚≒七

侈ゐぴ斗 ∠月応抑
浙行
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